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1,2,3-トリアゾール骨格は医薬品の重要な活性発現部位（ファーマコフォア）として近年注目

を集めている。1), 2)  我々もこれまで医薬候補化合物として 4-アリール-1,5-二置換-1,2,3-トリアゾ

ール 3)のプロセス開発に取り組んできた。 

フェニルトリアゾール誘導体 4の合成法はスキーム1に示すルートが最も効率的であると考え

られた。4)  しかし、その中間体である芳香族アジド 2 は不安定かつ熱や機械的な衝撃に対する

爆発危険性が懸念されたため、我々は化合物 4 の 2.5 kg 合成に際して事前に芳香族アジド 2 の

危険性評価を行った。 

芳香族アジド 2 は熱分析において 100 ℃付近より顕著な発熱ピークを示し、落鎚感度試験で

は極めて高い衝撃感受性を示した。そのため更なる高次評価として加圧密閉系で芳香族アジド 2
を徐々に加熱しながら自己発熱による温度および圧力の上昇速度測定を行ったところ、100 ℃付

近より急激な温度・圧力上昇を起こし、200℃付近に達した時点で爆発的分解を起こした。今回、

この芳香族アジドの爆発危険性評価の詳細とプロセス化学における危険性評価の重要性につい

て報告する。 
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